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平成25年8月9日
秋田県仙北市田沢湖田沢供養佛地区

で発生した土砂災害の概要

（平成26年7月23日現在）

平成25年8月12日 撮影
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平成26年6月27日完成平成26年6月27日完成



災害発生前後の航空写真・被災状況写真

【平成21年撮影】 【平成25年8月12日撮影】

災害発生前 災害発生後

土砂災害発生状況
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家屋等被災状況

【平成25年8月10日撮影】

【平成25年8月10日撮影】

土石流

土石流



国土交通省湯沢河川国道事務所の災害対策支部体制等の状況

◆土石流の発生（平成25年8月9日11:35頃）

◆被害の状況

・建物被害 先達地区17棟（住家全壊5棟､住家半壊1棟､非住家全壊10棟､非住家半壊1棟）

・人的被害 6名死亡､1名重傷､1名軽傷

◆避難勧告・解除の経過 ◆8月13日までの捜索動員数（捜索は13日で終了）

被害の概要

- ２-

年月日 自衛隊 消防団 広域消防 警察 オペレータ その他 計

2013年8月9日(金) 40人 80人 18人 138人
2013年8月10日(土) 143人 40人 27人 69人 279人
2013年8月11日(日) 123人 98人 27人 64人 4人 5人 321人
2013年8月12日(月) 96人 53人 28人 48人 9人 5人 239人
2013年8月13日(火) 112人 65人 27人 35人 17人 12人 268人

1,245人

世帯数 人数
8月 9日13時53分 発令 55世帯 152人
8月11日17時10分 一部解除 （7世帯26人） 48世帯 126人
8月12日16時50分 一部解除 （16世帯53人） 32世帯 73人
8月12日19時00分 一部解除 （10世帯25人） 22世帯 48人
8月13日 9時10分 一部解除 （2世帯3人） 20世帯 45人
8月13日16時00分 一部解除 （4世帯5人） 16世帯 40人
8月13日17時45分 一部解除 （1世帯3人） 15世帯 37人
8月16日13時30分 一部解除 （6世帯12人） 9世帯 25人
8月19日10時24分 発令 （34世帯91人） 43世帯 116人
8月19日15時00分 一部解除 （38世帯100人） 5世帯 16人
11月5日 9時45分 解除 （5世帯16人） － －

避難勧告発令・解除日時

（仙北市：広報せんぼく号外）

（秋田県：総合防災課発表）

内　　容 内　　容

平成25年8月9日 9:00 災害対策支部 警戒体制（砂防）を設置 平成25年8月23日 16:00 ［仙北市］監視復旧センター開所

14:05 仙北市田沢湖庁舎災害対策本部にリエゾン出発 平成25年8月29日 ワイヤーセンサーの設置、雨量計(副)の設置

15:15 八幡平山系（秋田県側）の渓流状況調査を開始 平成25年9月3日 14:00 ［秋田県］第1回 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会

15:35 仙北市田沢湖庁舎災害対策本部にリエゾン到着 平成25年9月12日 15:00 災害対策本部車およびKu-SATの撤収完了（光ケーブル回線へ切替え）

17:36
八幡平山系（秋田県側）の渓流状況調査を完了
確認できる範囲では異常なし

平成25年9月17日 14:00 供養佛地区における災害復旧工事の採択（財務省）

19:12 国土交通省照明車2台出発（山形県新庄市） 平成25年9月19日 18:00 国による緊急工事に係る地元説明会を開催

22:45 国土交通省照明車2台到着（秋田県仙北市） 平成25年9月30日 崩壊斜面上部の水槽周辺を再度地質調査会社等と現地調査

平成25年8月10日 7:00 八幡平山系（秋田県側）の渓流および砂防施設の点検開始 平成25年10月1日 8:30 緊急工事に着手

10:37 八幡平山系（秋田県側）の渓流および砂防施設の点検完了(異常なし) 事務所HPに供養佛関連情報専用ページを設置

11:50 防災ヘリコプター「みちのく号」による調査開始 平成25年10月15日 台風26号接近を前に崩壊斜面への大型土のう設置を前倒し施工

12:15 災害対策本部車が出発（岩手県盛岡市） 平成25年10月23日 緊急工事に関する情報提供（供養佛地区全戸に配布）

13:00
秋田県からの要請による
国土技術政策総合研究所砂防研究室による現地調査開始

平成25年10月25日 11:00 砂防堰堤本体着手にあたって施工業者主催より工事の安全祈願

14:35 災害対策本部車が到着（秋田県仙北市） 平成25年11月5日 9:45 ［県・仙北市］災害対策本部を解散、すべての避難勧告解除

14:45
国土技術政策総合研究所砂防研究室による現地調査完了
仙北市長説明・記者会見

13:00 東北管内地方公共団体技術職員による現地検討会

14:45
防災ヘリコプター「みちのく号」による調査終了
大規模な崩壊は確認されず

平成25年11月11日 ［仙北市］監視復旧センターの解散

17:30 国土交通省照明車2台撤収（山形県新庄市） 仙北市で初冠雪

平成25年8月11日 レーザ計測準備、天候不順のため延期 平成25年11月13日 13:00 東北地方整備局の災害危機管理セミナーにおける現地検討会

平成25年8月12日 レーザ計測完了 平成25年11月28日 13:00 ［秋田県］第2回 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会

平成25年8月13日 12:05 政府調査団（内閣府西村副大臣）による調査 平成25年12月3日 砂防堰堤のコンクリート打設開始

平成25年8月14日 11:00 国土交通省調査団（松下政務官）による調査 平成25年12月4日 8:30 災害対策支部 警戒体制（砂防）を　注意体制（砂防）に移行

15:00 現地映像配信のための衛星小型画像伝送装置（Ku-SAT）設置開始 平成25年12月30日 工事の一時休止

平成25年8月15日 12:30 国・秋田県・東北電力による合同現地調査 平成26年3月3日 13:30 ［秋田県］第2回 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する情報連絡会

15:00 ［秋田県］第1回 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する情報連絡会 平成26年3月10日 工事の再開

16:30 Ku-SATによる現地映像の配信開始 平成26年5月30日 供養佛沢砂防堰堤の主堰堤が完成

平成25年8月16日 17:00 供養佛臨時雨量観測所を設置・運用開始（HP表示・異常時のメール配信） 平成26年6月27日 供養佛沢砂防堰堤本体が完成

平成25年8月19日 8:50 雨量基準の「10㎜/h」を超過。情報がメール配信されるも異常なし。 平成26年6月29日 11:00 供養佛沢砂防堰堤完成式を挙行

平成25年8月22日 10:30 雄物川リバーカウンセラーによる現地調査 平成26年7月2日 13:00 ［秋田県］第3回 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会

14:00 ［秋田県］第2回 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する情報連絡会 平成26年7月16日 10:30 災害対策支部　注意体制（砂防）を解除

日　　時 日　　時



気象概要

平成25年8月9日、北日本では日本海から湿った空気が流れ込んだため大気の状態が非常に不安定

となり、明け方から昼過ぎにかけて秋田県北部を中心に局地的に猛烈な降雨となった。

降雨は各地で観測史上最大値を記録するなど、のちに平成25年8月30日から気象庁が運用を開始し

た特別警報相当の大雨であったと言われる。

平成25年8月9日6～12時頃にかけて災害発生箇所周辺は断続的に強い雨域に覆われ、短

時間に記録的な豪雨となった。この豪雨により、がけ崩れなどによる通行止めが発生したほ
か、秋田新幹線が運休するなど、交通機関にも大きな影響をおよぼした。

- ３ -

雨量レーダ（国土交通省 湯沢河川国道事務所）

日最大1時間降水量は、鹿角(108.5mm),鎧畑(88.0mm),桧

木内(81.0mm),大館(68.0mm),湯瀬(50.5mm)で観測史上最大

の降雨※となった。

日降水量は、鹿角(293.0mm),鎧畑(278.0mm),桧木内

(235.5mm)で観測史上最大、湯瀬(135.5mm)では観測史上

第2位の降雨※となった。
※気象庁アメダスデータ（観測史上1～10位の値より）

災害発生箇所

地上天気図 気象衛星画像（赤外画像）

秋田県災害時気象資料（第２報）「8 月9 日の秋田県の大雨」（平成25 年8 月11 日秋田地方気象台発表）

平成25年8月9日12時 平成25年8月9日12時

等雨量線図(8日24時～9日15時)

○：災害発生箇所 ○：災害発生箇所 ○：災害発生箇所

○：災害発生箇所 ○：災害発生箇所 ○：災害発生箇所

降雨概要
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土砂災害発生箇所最近傍の雨量観測所データ（災害発生箇所から約3km地点）

生保内川監視カメラ

生保内川

監視カメラ

小先達川

監視カメラ

土砂災害発生箇所近傍の雨量観測所位置図

小先達川第1砂防堰堤【8月9日6時40分】

小先達川監視カメラ

小先達川監視カメラ

小先達川第1砂防堰堤【8月9日11時50分】

生保内川遊砂地（大暗渠砂防堰堤）【8月9日15時00分】

生保内川

小先達川

小先達川

※湯沢河川国道事務所観測データ（鎧畑観測所（アメダス）除く）

時間最大
74mm/h

時間最大
84mm/h

時間最大
57mm/h

時間最大
40mm/h時間最大

46mm/h

累加雨量
288mm

累加雨量
277mm 累加雨量

239mm

累加雨量
159mm累加雨量

142mm

11:35頃土砂災害発生
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秋田県からの要請による 国土技術政策総合研究所秋田県からの要請による 国土技術政策総合研究所

◆調査日：平成25年8月10日
◆調査者：国土技術政策総合研究所

危機管理技術研究センター
（現:土砂災害研究部）
砂防研究室

室 長 蒲原潤一
部外研究員 丹波諭

①

② 防災ヘリコプター「みちのく号」から撮影（平成25年8月10日）
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砂防研究室による現地調査砂防研究室による現地調査
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平成25年8月10日撮影

【現地調査後の蒲原室長の

- ７-

土石流が発生した供養佛沢の勾配

※１．数値は平成21年撮影のLPデータからの推定
※２．今後の詳細な調査により、本資料と異なる結果となる

場合があります。

仙北市長への調査結果報告
（8月10日 14:50～）

Ａ範囲

秋田県からの要請による 国土技術政策総合研究所秋田県からの要請による 国土技術政策総合研究所



平成25年8月10日撮影

所見】

・凹型の谷地形
・急勾配と風化した火山噴出物の堆積
・豪雨により雨水が集中

- ８ -

※詳細な調査報告は国土技術政策総合研究所砂防研究室HPを参照下さい

アドレス：http://www.nilim.go.jp/lab/rbg/index.htm

B範囲

平成21年撮影

所 砂防研究室による現地調査（続き）所 砂防研究室による現地調査（続き）



調査日 ：平成25年8月13日（火） 12時05分～

メンバー ：

政府調査団による現地調査政府調査団による現地調査

- ９ -

仙北市加古危機管理監による西村副大臣への災害状況説明 政府調査団との意見交換

政府調査団による現地調査

行方不明者の捜索活動 避難所の訪問

【政府調査団】 西村康稔 内閣府副大臣 ほか

内閣府、警察庁、総務省、消防庁、厚生労働省、

林野庁、国土交通省、気象庁、環境省、防衛省

【秋田県】 佐竹知事 ほか

【秋田県仙北地域振興局】 佐々木局長 ほか

【仙北市】 門脇市長 ほか

【国交省湯沢河川国道事務所】 平野所長 ほか

政府調査団による現地調査



- １０-

国土交通省調査団による現地調査国土交通省調査団による現地調査

調査日 ：平成25年8月14日（水） 11時00分～

メンバー ：【国土交通省】 松下新平 国土交通大臣政務官

大野砂防部長、塚原防災課長、前田道路防災対策室長

【国交省東北地方整備局】 小池局長、横田総務部長、川﨑道路部長 ほか

【秋田県】 堀井副知事 ほか

【秋田県仙北地域振興局】 佐々木局長 ほか

【仙北市】 門脇市長 ほか

【国交省湯沢河川国道事務所】 平野所長 ほか

仙北市加古危機管理監による松下政務官への災害状況説明

堀井副知事による秋田県内の豪雨災害の概要説明

（国交省 災害対策本部車内）

調査を終え取材を受ける松下国土交通大臣政務官

門脇仙北市長による災害状況説明 国土交通省調査団による現地調査



国土技術政策総合研究所・秋田県・東北地方整備局・東北電力㈱

による合同現地調査

国土技術政策総合研究所・秋田県・東北地方整備局・東北電力㈱

による合同現地調査

- １１ -

調査日 ：平成25年8月15日（木） 12時30分～

メンバー ：【国土交通省国土技術政策総合研究所】 蒲原砂防研究室長

【秋田県】 2人

【国土交通省東北地方整備局】 6人

【国土交通省湯沢河川国道事務所】 2人

【東北電力㈱】 2人

崩壊斜面頂部の調査状況

崩壊斜面と先達発電所水圧鉄管現地での意見交換

崩壊斜面下流側の状況 崩壊斜面頂部の状況確認



実施日 ：平成25年8月15日（木） 15時00分～ ［事務局：秋田県］

場 所 ：仙北市役所田沢湖庁舎

メンバー ：

- １２ -

【国土技術政策総合研究所】 蒲原砂防研究室長

【秋田地方気象台】 野村防災気象官、野口予報官

【秋田県】 齋藤防災監、田口流域防災監 ほか

【秋田県仙北地域振興局】 菅原建設部次長､高橋総務企画部課長 ほか

【仙北市】 門脇市長 ほか

【仙北警察署】 佐々木署長 ほか

【角館消防署】 菅原署長 ほか

【国土交通省東北地方整備局】 磯部河川計画課長、高橋地域河川課長 ほか

【国土交通省湯沢河川国道事務所】 土田副所長 ほか

関係機関による情報連絡会の模様

情報連絡会終了後の記者会見

【第1回】 土石流警戒避難に関する情報連絡会【第1回】 土石流警戒避難に関する情報連絡会

【情報連絡会での確認事項等】

■警戒避難地区の考え方

■避難準備と避難勧告の運用基準を設定

【避難判断基準（第１段階）】 →避難準備情報の発表

→時間雨量10㎜または累加雨量50㎜

または、大雨注意報が発表された場合

【避難判断基準（第２段階）】 →避難勧告の発令

→大雨警報（土砂災害）が発表された場合

※ 避難準備情報の発表や避難勧告は仙北市が最終決定

◆情報連絡会

供養佛地区で発生した土砂災害に対し、国・県・市の関係機関が現状の確認、今後の対応等について情報共

有し、地区住民の適切な警戒・避難に関する情報発信及び土砂災害防止に向けた対応を円滑・迅速に実施す

るために秋田県が設置



【記者発表】 供養佛臨時雨量観測所の運用開始【記者発表】 供養佛臨時雨量観測所の運用開始

【記者発表】 発表日：平成25年8月16日(金）

- １３ -



雄物川リバーカウンセラー（秋田大学松冨教授）による現地調査雄物川リバーカウンセラー（秋田大学松冨教授）による現地調査

調査日 ：平成25年8月22日（木） 10時30分～

メンバー ：【秋田大学 工学資源学研究科】 松冨教授

【国土交通省湯沢河川国道事務所】 土田副所長 ほか

崩壊斜面の調査状況

崩壊斜面上部の状況確認 崩壊斜面下部の状況確認

災害発生状況説明 災害発生状況説明

- １４ -



実施日 ：平成25年8月22日（木） 14時00分～ ［事務局：秋田県］

場所 ：仙北市役所田沢湖庁舎

メンバー ：【国土技術政策総合研究所】 蒲原砂防研究室長

【秋田地方気象台】 野村防災気象官、湊土砂災害気象官

【秋田県】 柳田政策監、田口流域防災監

【秋田県仙北地域振興局】 菅原建設部次長､高橋総務企画部課長

【仙北市】 門脇市長 ほか

【国土交通省東北地方整備局】 鴫原建設専門官、後藤地域河川課長補佐

【国土交通省湯沢河川国道事務所】 土田副所長 ほか

関係機関による情報連絡会の模様

情報連絡会終了後の記者会見

【第2回】 土石流警戒避難に関する情報連絡会【第2回】 土石流警戒避難に関する情報連絡会

【情報連絡会での確認事項等】

■応急復旧計画、避難勧告区域の確認

■警戒情報・避難勧告等に関する雨量等基準の確認

・メ－ル配信について確認

・避難勧告等の運用基準については変更なし

■ ９月上旬の専門委員会設置・開催について確認

- １５ -



【記者発表】 国土交通省の土石流災害への対応について【記者発表】 国土交通省の土石流災害への対応について

【記者発表】 発表日：平成25年8月22日（木） 19時30分

- １６ -



【第1回】 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会【第1回】 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会

実施日 ：平成25年9月3日（火） 14時00分～ ［事務局：秋田県］

場所 ：仙北市役所田沢湖庁舎

委員構成：

技術的課題解決のため学識者の方々にも参画いただいた検討委員会を開催

【検討委員会での確認事項等】
■土砂災害の概要について

■応急対策計画と警戒避難への対応について

■避難準備と避難勧告の運用基準を設定

【避難判断基準（第１段階）】 →避難準備情報の発表
①時間雨量20mm 若しくは 累加雨量80mm
②または大雨警報（土砂災害）の発表

【避難判断基準（第２段階）】 →避難勧告の発令
①土砂災害警戒情報の発表

または
②時間雨量20mm または 累加雨量80mmおよび

大雨警報(土砂災害)の発表

委員長 井良沢 道也 岩手大学農学部教授

委 員 蒲原 潤一 国土交通省国土技術政策総合研究所 砂防研究室長

〃 向井 幸雄 気象庁秋田地方気象台長

〃 門脇 光浩 仙北市長 （当日は代理出席）

〃 渡辺 雅人 秋田県総務部総合防災課長 （当日は代理出席）

〃 齋藤 春美 秋田県建設部参事 （当日は代理出席）

〃 佐藤 龍司 秋田県農林水産部森林整備課長

〃 栗林 直美 秋田県仙北地域振興局総務企画部長 （当日は代理出席）

〃 佐藤 和義 秋田県仙北地域振興局建設部長 （当日は代理出席）

〃 磯部 良太 国土交通省東北地方整備局河川計画課長

〃 平野 令緒 国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所長

- １７ -

検討委員会の模様

※ 避難準備情報の発表や避難勧告は仙北市が最終決定



【記者発表】 砂防災害関連緊急事業（直轄）による

緊急工事の実施について

【記者発表】 砂防災害関連緊急事業（直轄）による

緊急工事の実施について

【記者発表】 発表日：平成25年 9月17日（火） 14時00分

- １８-



【記者発表】 緊急工事に係る地元説明会の開催について【記者発表】 緊急工事に係る地元説明会の開催について

【記者発表】 発表日：平成25年 9月18日（水）

- １９ -



開催日 ：平成25年 9月19日（木） 16時00分～

出席者 ：

緊急工事に係る地元説明会を開催緊急工事に係る地元説明会を開催

【国土交通省湯沢河川国道事務所】 畑山調査第一課長､小林用地第一課長､

大西秋田駒ヶ岳山系砂防張所長 ほか

【仙北市】 佐々木農林部長、金谷建設部長､

千葉先達地区監視復旧センター長 ほか

【先達地区町内会等の方々】 下総町内会長 ほか34名

■ 地元説明会の趣旨・内容

・再度災害防止を目的とした砂防災害関連緊急事業（直轄）が

採択され、緊急工事の実施が決定

・災害復旧の事業計画に理解をいただくため、砂防事業実施の

流れ及び供養佛地区における事業概要を説明

・砂防堰堤の早期完成を目指し、調査・設計・用地の全ての作業

を同時並行で行うことについてのお願い

・緊急工事の早期着手を含めた土地への立ち入りのお願い

■ 地元説明会の総括

・事業説明および質疑応答の後、下総町内会長より出席者全員

に対して事業計画並びに事業の進め方に対して理解・了解を

確認し、了承された。

砂防堰堤工事の概要説明状況

地元説明会の状況

地元説明会の状況

- ２０-



◆配付資料（抜粋)

砂防事業実施の流れ 工事概要説明図

砂防堰堤整備イメージ図

- ２１-

緊急工事に係る地元説明会を開催（続き）緊急工事に係る地元説明会を開催（続き）



【記者発表】 緊急工事着手のお知らせ【記者発表】 緊急工事着手のお知らせ

【記者発表】 発表日：平成25年 9月30日（月）

- ２２-



工事着手前の黙祷（8時30分） 大西秋田駒ヶ岳山系砂防出張所長による工事手順の説明

砂防堰堤計画箇所までの工事用道路施工状況

- ２３ -

◆平成25年10月1日に緊急工事に着手

地元説明会後に地権者との用地交渉等を進めるとともに、現地測量等の準備期間を経て平成25
年10月1日に緊急工事に着手。緊急工事は、砂防堰堤計画箇所までの工事用道路造成及び崩壊斜

面から流出した流木や土砂の撤去から作業開始。

工事は工事用道路の施工から着手

崩壊斜面から流出した流木の撤去状況 崩壊斜面から流出した崩壊土砂の撤去状況

緊急工事に着手緊急工事に着手



【記者発表】【記者発表】

【記者発表】 発表日：平成25年10月15日（火）

工事進捗をお知らせするチラシ

台風26号接近を前に
崩壊斜面への大型土のう設置を前倒し施工
台風26号接近を前に
崩壊斜面への大型土のう設置を前倒し施工

- ２４ -



緊急工事に関する情報提供 （先達町内全戸に配布）緊急工事に関する情報提供 （先達町内全戸に配布）

作成日 ：平成25年10月23日（水）

- ２５ -



- ２６ -



砂防堰堤本体着手にあたって
施工業者主催により工事の安全を祈願
砂防堰堤本体着手にあたって
施工業者主催により工事の安全を祈願

実施日 ：平成25年10月25日（金） 11時00分～

実施場所 ：供養佛沢砂防堰堤施工現場

- ２７ -

先達地区下総町内会長による玉串拝礼 仙北市田邉副市長の挨拶

施工業者主催で安全祈願

安全祈願の状況



東北管内地方公共団体技術職員による現地検討会東北管内地方公共団体技術職員による現地検討会

実施日 ：平成25年11月5日（火） 13時00分～

メンバー ：【青森県】1名 【宮城県】 2名 【秋田県】 3名 【山形県】 1名 【福島県】 2名

【国土交通省東北地方整備局】 3名

- ２８ -

参加者への概要説明状況

土石流氾濫範囲の説明状況 崩壊斜面上部の状況

現地での意見交換 崩壊斜面頂部の状況確認



東北地方整備局の災害危機管理セミナーにおける現地検討会東北地方整備局の災害危機管理セミナーにおける現地検討会

実施日 ：平成25年11月13日（水） 13時00分～

メンバー ：【国土交通省東北地方整備局】 9名

- ２９ -

参加者への概要説明状況

意見交換会の状況被災当時の状況説明

冬期施工の留意点や進捗状況等を説明



【第2回】 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会【第2回】 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会

実施日 ：平成25年11月28日（木） 13時00分～ ［事務局：秋田県］

場所 ：仙北市役所田沢湖庁舎

委員構成 ：

検討委員会の模様

【検討委員会での確認事項等】

■情報提供：緊急工事の進捗状況について

■第1回検討委員会の指摘事項への対応について

■8/9豪雨による災害の概要について

■災害時の気象状況について

■土石流の実態と特性

■警戒避難体制の検討

※避難判断基準（第１段階）を超過した事例があるものの、

現地での変状や土砂移動が確認されていないことや、

砂防堰堤が未完成であり、物理的な安全度が向上して

いないため見直さないこととなった。

委員長 井良沢 道也 岩手大学農学部教授

委 員 蒲原 潤一 国土交通省国土技術政策総合研究所 砂防研究室長

〃 向井 幸雄 気象庁秋田地方気象台長

〃 門脇 光浩 仙北市長

〃 渡辺 雅人 秋田県総務部総合防災課長 （当日は代理出席）

〃 齋藤 春美 秋田県建設部参事 （当日は代理出席）

〃 佐藤 龍司 秋田県農林水産部森林整備課長 （当日は代理出席）

〃 栗林 直美 秋田県仙北地域振興局総務企画部長 （当日は代理出席）

〃 佐藤 和義 秋田県仙北地域振興局建設部長 （当日は代理出席）

〃 磯部 良太 国土交通省東北地方整備局河川計画課長

〃 平野 令緒 国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所長 （当日は代理出席）

- ３０-

検討委員会終了後の記者会見



【記者発表】 災害対策支部警戒体制を注意体制に移行【記者発表】 災害対策支部警戒体制を注意体制に移行

【記者発表】 発表日：平成25年12月4日（水） 8時30分

- ３１ -

平成25年8月9日 記者発表



- ３２ -

【記者発表】 緊急工事の砂防堰堤本体施工着手【記者発表】 緊急工事の砂防堰堤本体施工着手

【記者発表】 発表日：平成25年12月9日（月）



【記者発表】 工事の一時休止について【記者発表】 工事の一時休止について

【記者発表】 発表日：平成25年12月27日（金）

- ３３ -



冬期監視体制および安全管理基準冬期監視体制および安全管理基準

■安全管理基準
※平成25年10月1日～12月27日及び平成26年3月10日～6月27日まで

■冬期監視体制
※平成25年12月28日～平成26年3月9日まで（工事休止期間中）

区分 作業中止等発令基準 作業再開基準 備考

一時中止

・時間雨量が10mmまたは連続雨量
50mm以上

・土砂移動管理杭の移動が5mm以
上を測定
(作業開始前・正午・作業終了時)

・6時間連続降雨が無く、目視点検
でも異常が認められない場合

・土砂移動管理杭の定時測定で移
動が認められず、目視点検でも
異常が認められない場合

・斜面等に異常があった場合
は、仙北市に情報提供

中止

・気象庁が大雨警報(土砂災害)を
発令

・時間雨量20mmまたは連続雨量
80mm以上

・土砂移動管理杭の移動が10mm以
上を測定
(作業開始前・正午・作業終了時)

・震度４以上の地震発生時

・気象庁が大雨警報(土砂災害)を
解除

・24時間連続で降雨が無く、目視
点検でも異常が認められない場
合

・土砂移動管理杭の定時測定で移
動が認められず、目視点検でも
異常が認められない場合

・気象情報及び雨量は仙北市
による避難判断の目安

・斜面等に異常があった場合
は、仙北市に情報提供

緊急避難

・警報器（ワイヤ－センサ－）が
点灯

・土砂移動管理杭の移動が20mm以
上を測定
(作業開始前・正午・作業終了時)

・発注者または受注者が目視によ
り斜面及び斜面雪面部において
亀裂を確認した場合

・現地状況を確認の上、発注者と
受注者が協議する

・土砂移動管理杭の定時測定結果
をもって発注者と受注者が協議
する

・斜面等に異常があった場合
は、仙北市に情報提供

・工事休止期間はワイヤ－セ
ンサを取り外す

区分 通 常 時
安全管理基準における作業中止等

発令基準相当となった場合
備考

発 注 者
・ＣＣＴＶによる積雪斜面の亀裂

等を含む現場全体の監視

以下の場合に現地巡視を行う
・震度４以上の地震発生時
・積雪斜面の亀裂発生時
・土砂移動管理杭の測定で移動
進行が確認された場合

・斜面等に異常があった場合
は、仙北市に情報提供

受 注 者

・積雪深の測定
・積雪斜面の状態監視
（目視確認）
・土砂移動管理杭測定
（１回／日）

以下の場合に現地巡視を行う
・震度４以上の地震発生時
・積雪斜面の亀裂発生時
また、土砂移動管理杭の測定で移
動進行が確認された場合は状況把
握のために３回/日に測定を行う
（９,１２,１７時）

・斜面等に異常があった場合
は、仙北市に情報提供

- ３４ -



積雪状況および冬期監視状況積雪状況および冬期監視状況
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積雪深（㎝）

現地全景（平成26年1月31日撮影）

・斜面における積雪状況を把握するため、現場事務所構内において積雪深観測を実施。

・平成25年12月11日から観測開始し、平成26年4月8日に積雪深が0cmとなった。

■積雪状況

最大積雪深
143cm

・目視点検により崩壊斜面における亀裂発生等の変化の有無を確認するとともに、土砂移動管理杭によ

り崩壊斜面に変状がないか監視を実施

・幸いにも斜面変状等の異常は確認されなかった。

■冬期監視状況

崩壊斜面の測定監視状況 測定監視の概念図

測定箇所

管理杭

管理杭

管理杭

測定箇所

管理杭

管理杭

管理杭

管理杭

※測定箇所と崩壊斜面に設置した各杭
（ミラー）との距離に変化がないかを確認

供養佛地区における積雪深 現場事務所構内の積雪観測箇所

- ３５-



実施日 ：平成26年3月3日（月） ［事務局：秋田県］

場所 ：仙北市役所田沢湖庁舎

メンバー ：【秋田県建設部】 鈴木副主幹、佐々木副主幹 ほか

【秋田県仙北地域振興局】 高橋課長､高杉副主幹

【仙北市市民生活部】 羽川部長、加古危機管理監

【仙北市農林部】 佐々木部長、後藤次長

【仙北市建設部】 金谷部長、武藤次長

【国土交通省湯沢河川国道事務所】 畑山調査第一課長 ほか

関係機関による情報連絡会を開催

湯沢河川国道事務所による工事進捗状況等報告

【第3回】 土石流警戒避難に関する情報連絡会【第3回】 土石流警戒避難に関する情報連絡会

【情報連絡会での確認事項等】

■直轄による災害関連緊急工事の進捗状況について

・３月中旬の工事再開を予定

・６月末までの砂防堰堤完成を目標

・斜面監視の結果、これまで変状は確認されていない

■融雪期における警戒避難基準の目安について

・融雪期の設定と融雪期の警戒避難基準の設定を行った

- ３６ -



【記者発表】 工事の再開について【記者発表】 工事の再開について

【記者発表】 発表日：平成26年3月7日（金）

- ３７ -



【記者発表】 供養佛沢砂防堰堤完成式を挙行【記者発表】 供養佛沢砂防堰堤完成式を挙行

【記者発表】 発表日：平成26年6月16日（月）

- ３８-



【記者発表】 供養佛沢砂防堰堤完成式を挙行（続き）【記者発表】 供養佛沢砂防堰堤完成式を挙行（続き）

- ３９ -



供養佛沢砂防堰堤完成式を開催供養佛沢砂防堰堤完成式を開催

実施日 ：平成26年6月29日（日） 11時00分～11時40分

実施場所 ：供養佛沢砂防堰堤施工現場

施設諸元
堤高：10m
堤長：121m
ｺﾝｸﾘｰﾄ：約7,100m3

完成式の模様 黙祷

湯沢河川国道事務所長による工事経過報告

■佐竹知事 挨拶（要旨）

太田大臣から国が自ら対策に取り組むというお言葉を頂き、本格的な梅雨を前に災害発生から１年を

経ずして堰堤が完成しました。国土交通省に厚く感謝申し上げます。

県としてもハード整備とともに、土砂災害危険箇所の情報と避難対応について住民を対象とした説明会

を実施しているところ。供養佛沢においては、5月29日には県内初となる土砂災害危険看板を設置。秋田

県ではこの土砂災害を教訓にハード・ソフト両面から、土砂災害対策に全力で取り組んでいく所存です。

砂防堰堤整備状況
（ H26.6.29撮影)

平成26年6月27日に砂防堰堤本体の施工が完了し、6月29日には秋田県、仙北市、湯沢河川国道事務所の共催
で供養佛沢砂防堰堤完成式を開催。佐竹秋田県知事、門脇仙北市長などの関係者のほか、地域住民の方々や
国会議員など約60人が出席。

町内会長による「地域の声」
- ４０ -



【第3回】 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会【第3回】 仙北市供養佛地区 土石流警戒避難に関する検討委員会

実施日 ：平成26年7月2日（水） 13時00分～ ［事務局：秋田県］

場 所 ：仙北市役所田沢湖庁舎

委員構成：委員長 井良沢 道也 岩手大学農学部教授

委 員 蒲原 潤一 国土交通省国土技術政策総合研究所 土砂災害研究部砂防研究室長

〃 岩尾 尊德 気象庁秋田地方気象台長

〃 門脇 光浩 仙北市長

〃 渡辺 雅人 秋田県総務部総合防災課長参事 （当日は代理出席）

〃 吉尾 成一 秋田県建設部参事（兼）河川砂防課長

〃 佐藤 龍司 秋田県農林水産部森林整備課長 （当日は代理出席）

〃 貝田 理 秋田県仙北地域振興局総務企画部長

〃 深井 力 秋田県仙北地域振興局建設部長

〃 磯部 良太 国土交通省東北地方整備局河川計画課長

〃 平野 明徳 国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所長

検討委員会の模様

【検討委員会での確認事項等】

■第2回検討委員会の指摘事項への対応

■融雪期の注意喚起目安の運用について

■融雪期の気象状況について

■供養佛地区における避難判断基準の見直し

※砂防堰堤の完成を受け、供養佛地区に特別に設定

していた避難判断基準の運用解除が決定

■警戒避難体制に関する取組み

■委員会報告書（案）について

- ４１ -

井良沢委員長の挨拶



【記者発表】 災害対策支部注意体制を解除【記者発表】 災害対策支部注意体制を解除

【記者発表】 発表日：平成26年7月16日（水）

- ４２ -



事務所ホームページにおける情報提供事務所ホームページにおける情報提供

■雨量観測データや記者発表、工事の進捗状況等の情報を一元的に公開 （平成25年10月1日～）

http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/J75201/index.html

湯沢河川国道事務所事務所HP  トップページ

地元説明等資料

雨量観測データ

土砂災害概要

記者発表

工事進捗情報

◆供養佛地区における災害関連情報を一元的に

把握できるよう、湯沢河川国道事務所ホーム

ページに専用サイトを設置

◆専用サイトへスムーズに案内できるようトップ

ページの最上段へバナーを設置

◆雨量情報については、一定値を超過した場合に

国・県・市などの関係者のほか、地域住民の代

表の方々の携帯へメール配信されるシステムを

採用して情報提供を実施

- ４３ -



◆ TEC-FORCE※によるＫｕ－ＳＡＴ※設置及び現地映像の配信

◆災害発生現場へ災害対策本部車※を配備

国土交通省の支援活動国土交通省の支援活動

国交省調査団による現地調査時の会議（災害対策本部車内）災害対策本部車の配備（平成25年8月10日～9月12日）

※ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（国土交通省緊急災害対策派遣隊）

大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に

おいて、地方自治体からの要請に基づき迅速に出動し、被災状

況の迅速な把握、被害の発生・拡大の防止、被災地の早期復

旧その他災害応急対策に対する技術的な支援を行う

※Ｋｕ－ＳＡＴ（衛星小型画像伝送装置）

災害等の発生時に被災状況や復旧作業状況等の現地画像
（動画）情報を衛星を経由してリアルタイムで伝送する装置

- ４４ -

TEC-FORCEによるＫｕ－ＳＡＴ設置作業 高感度カメラにより夜間監視も可能に

仙北市・秋田県へ現地映像を配信

※災害対策本部車
災害発生時に、災害現場における情報収集、応急対応の対策検討や現場指揮などの
現地対策本部機能をもつ車両で、会議用設備や情報収集設備などを備えている

・供養佛地区に2台の監視カメラを設置。 Ku-SAT を活用して現地

から動画配信を開始（平成26年8月15日16時30分）

・平成26年8月24日には1台を高感度カメラに変更し、平成26年9月

12日には光ケーブル回線による配信に切替え



◆ 臨時雨量計・ワイヤーセンサー※の設置、Webによる情報配信

◆みちのく号※による上空からの被災状況調査

国土交通省の支援活動国土交通省の支援活動

崩壊斜面上部から被災地域等下流側を撮影防災ヘリ「みちのく号」による崩壊地等調査（8/9,10）

被災箇所近傍の一時避難場所に臨時雨量計を設置 崩壊地中腹にワイヤーセンサーを設置

ワイヤーセンサーと連動した警報装置

※みちのく号（国土交通省所有の防災ヘリコプター）
河川、海岸、道路等、施設の大規模災害に際して、災害の軽減、早急な災害復旧を
図るため即時・広域情報の収集・伝達等を行うほか、施設管理、施設計画・調査等を

効率的に行うこと等を目的として配備されているヘリコプター

- ４５-

ワイヤーセンサー

警報装置

・供養佛地区の一時避難場所（田沢湖先達文化センター西側グラ

ウンド）に臨時雨量計を設置し、平成26年8月16日17時から運用開

始。8月29日には同一箇所に副雨量計を増設。雨量データはWeb

にてリアルタイムデータを公開。

・崩壊斜面下流側での作業の安全確保のため、崩壊斜面中腹に

ワイヤーセンサーを設置し運用開始（平成26年8月29日）。警報装

置は監視復旧センター（後に現場事務所へ移設）、崩壊箇所直下

の2箇所に設置。

※ワイヤーセンサー

土石流によってワイヤーが切断されると、ワイヤーセンサーと

連動した警報装置（回転灯・サイレン）が作動し、異常発生を周

囲に知らせる。供養佛地区における対応では、ワイヤーの切断

信号を無線により伝達する仕組みを採用。



湯沢河川国道事務所の活動状況湯沢河川国道事務所の活動状況

- ４６ -

平成25年8月9日に災害対策支部で警戒体制発令 事務所管内の渓流および砂防施設点検を実施

仙北市災害対策本部でのリエゾン活動

※リエゾン（災害対策現地情報連絡員）
各自治体に対し、的確かつ迅速な災害対応支援を実施するため、「災害対策現地情報連絡員（リエゾン）」を被災市町村の災害対策本部
等に派遣し、積極的に情報の収集及び提供を行う制度（平成19年12月創設）

情報収集活動（事務所内） 秋田駒ヶ岳火山防災ステーションでの
災害情報の提供

災害発生日から仙北市へリエゾン※を派遣

災害対策支部の体制 ：警戒体制：平成25年8月9日 注意体制へ移行：平成25年12月4日

体制解除：平成26年7月16日



国土交通省 東北地方整備局

湯沢河川国道事務所 調査第一課

住所：秋田県湯沢市関口字上寺沢６４－２

電話：０１８３－７３－５５４４（調査第一課直通）

http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumon/J75201/index.html

※本資料に掲載の数値等は速報値であり、今後変更となる場合があります。
※本資料に使用した写真はすべて湯沢河川国道事務所が撮影したものです。
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